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はじめに

埋蔵文化財とは、地域における先人の歴史や文化を映すものであり、歴史的・

文化的資産、地域的資産、教育的資産としての意義をもち、地域づくりやひと

づくりに活用できる格好の財産といえます。

長崎県には、現在約3，800箇所の埋蔵文化財が確認されております。埋蔵文

化財は、大部分が地下に埋蔵されているため、通常は人の目に触れることもな

く保護されています。しかし、毎年のように公共事業や民間の開発行為などに

より破壊されたり、消滅したりする危機に瀕しています。そのため、埋蔵文化

財保護を目的として事前に関係部局と協議を行い、事業の計画変更をお願いし、

やむを得ず事業が変更できない場合は記録保存のための発掘調査を実施するか

たちで対処しているところです。

本書は、近年の本県における埋蔵文化財保護行政の実態と埋蔵文化財の保存

活用事業についてまとめたものであり、平成20年度に長崎県教育委員会が実施

した調査についての概要も含めて掲載しています。

本書の刊行が、県内埋蔵文化財保護行政の更なる発展と、県民の皆様の埋蔵

文化財への愛護意識の向上に貢献できますことを念原貫いたします。

平成22年3月31日

長崎県教育委員会教育長寺田隆士



例目

1.本書は、長崎県における埋蔵文化財保護行政の現状と長崎県教育委員会が平成20年4月l日から

平成21年3月31日までに実施した11ヶ所の発掘調査の概要を収録したものである。

2.各遺跡の調査概要中の位置図は、国土地理院発行の地図を使用し、[ ]内は図幅名(地区名)を

表している。

3.本書に掲載した遺跡には、県教育委員会が主体として試掘範囲確認調査および発掘調査を実施し

たもの、市町教育委員会による発掘調査を支援したものを含む。

4.各遺跡の調査担当者と調査概要の文貨については、文末に記している。

5.本書の編集については、長崎県教育庁学芸文化課がおこなった。
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1 長崎県の埋蔵文化財保護行政の現状

( 1 )本県における公共工事に伴う発掘調査の現状

本県の大規模公共工事に伴う草I!版文化財の部j先としては、 py'九州、11'1動車道にf'loう発射訓托がある。

四九州自動車道に宇!とう訓交は、平成14{1:.から実施されている。{/l:||i:似~佐々川では8追跡約9万平

方メ ー トルの発制調査を災施し、平成21イド)交に先(した。特に1"11泊起i:跡、は、利11m1 Cが取り付く部分

に立地しており、約 5 万平方メートルの本制交を災地した。 iìJMJ正では純文lI~d{lll.H)Jから ïìíjJ切にかけて

の泣物包含府 、 弥生1I~-:1t早HJJ から後WJにかけてのiITf)11跡や明弘 (イ寸:I[必)、弥生|時代終末!UJから古墳時

代初頭にかけての墳嘉 (石棺墓 ・土i腕幕)と集格闘;(州立柱建物跡 ・12火式佐川跡)、il，1{から，+，世に
かけての河川跡など、学術的によF:裂な;泊三誌のある逃桝や泣物が発凡されている。平成20年度からは松

irl1-伊万盟問における発t}:!l調査が尖施されており 、松江liili ' 1 ' ノ ì~iIiili跡、 liilili;¥11'市山山城跡の調査が若

手されている。

平成20~1ミ皮に県教委が笑施した公共工中に1-"1':う発t}/I:制作としては 、 'iHllldi回見111f iCl_ ?先川B巡E跡、大

村市iIJ'田11汀黒丸遺跡;がある。調査の内科については後述するが、存地域の特色のあるilj;跡、における調

査が実施され、各遺跡ともに責主な成巣を料ることができた。

近年の周知|の主li蔵文化財包蔵地の中で、行われる|井|発中業の実態として、小説棋な開発行為がtl立つ。

これは遺跡の}i悦IJが法透し、1m発者1[[1]がれI!.版文化財包政j也を[1l]避した場所で事業を汗I'jilljする傾向があ

ることが理山のひとつといえる。また、];rJ3EeJi.業の内科についても大規模なHI:i'ilJをや1':うコ:事は減少し、

盛土や新たな基礎工法などでほとんとすf.l~削を伴わない

工事が増加している。埋蔵文化財保護の比地からは非

常に望ましい傾向といえるものの、逆に 1:司i・Jl会や|立

韮工事での対応が増加し、遺跡の本質やfiiiiljj:1がfrHIりjさ

れないままそのとりまく環境が変化し、むしばまれて

いくことが危似されている。史跡指定地はもちろんの

こと 、 各市11汀における重要逃跡については、今後の Ij~J

発行為に11Hiえた遺跡の内科や範|剖を雌認する予備制査

の実施が望まれるところである。

平成20年3月、新幹線長1"奇ルート武b:ft-諌'f.IIIJの治 魚洗IIIB遺跡発掘調査風景

工が決定した。工事HJJ11.11は10年II¥Jで、それに伴い、|ヘ成21il:.)立から1:44路線が州:先したところにおいて

分布制査を実施する 。 その制査結県から純IJIWM認制作 ・ 本別脊を合めた今後のll~ り扱いの協議が進む

こととなる。現在の計画路線上.に訂正認されている追跡としては京彼判:111 J・大村市 ・諌早市で13遺跡が

あるが、 路線の約 7 事IJが ト ンネル工司iで、あることから発抗|問I~J升に手る泊予防;は |浪られると ~ffiiJ!リされる。

最後に調査体制jについてである。rlilllj"村合1jf:により各市IIITにおける州日夜文化財担当職員の配世卒は

増加している。ただ、i'liltrJ域が拡大したことにより111.当職iiのf'!担は明大した。前述したとおり 、大

型の公共半業が減少している状況の '1-' で 、 明!.iJ~&:文化!!HII.:' "， J[ilk: i 1がその他の丈化!吋および判:会教育など

を兼任する場合が多し、。また、近年では「長Ili1.i-の救会昨とキ リスト教|具j辿起i:政」に|射する業務にl111任

する担当職員も増え 、 担l版文化財調子長休HiIJの維持が~!W しくな っている現状である 。



(2)本県の埋蔵文化財保存活用事業(平成20年度)

①明日につなぐ埋蔵文化財人づくり事業

0開発部局・文化財保護部局担当者文化財基礎研修

目 的 (1)開発部局担当者に文化財に対する理解を深めてもらい、その取り扱いについて具体的

な情報を提供することにより、円滑な文化財行政を推進する。

(2)文化財主管課担当者に基礎的な知識を習得する場を提供し、文化財の保護に関する基

本的な考え方や事務手続きなどの理解を深めさせ資質の向上を図る。

期日平成20年4月23日(水)

場所長崎歴史文化博物館ホール

参加者 ・県及び市町開発部局担当者

・県及び市町文化財・担当者(実務経験3年未満を主体) 計 78名

内容 ・長崎県の文化財保護行政について

・文化財保護法に基づく諸届

・事例発表「埋蔵文化財にかかる開発行為の取り扱いJ--大村市の場合~

(大村市教育委員会文化振興課大野安生参事補)

・指定および選定・登録文化財について

・補助金業務について

0文化財担当者会議(専門研修)

目 的 市町文化財担当者に文化財保護に関する新たな'情報や専門的な知識を習得する場を提供

し、統一的なテーマを中心に講義・事例発表・討議を行うことにより専門的な資質の向

上を図る。

期日平成20年10月2日(木)--3日(金)

場所長崎県農協会館 7階 (701会議室)

参加者 県及び市町文化財担当者 29名

内容議題「文化財の保護と活用についてJ

・講演「文化財の活用とまちづくり」 (関西外国語大学佐古和枝氏)

-事例発表「平戸市内における天然記念物の保護と利活用」

(平戸市教育委員会文化遺産謀加藤有重班長)

・事例発表「文化財ボランテイアの育成について」

(壱岐市教育委員会文化財課松本浩二主事)

.グループ協議

平成20年度の4月に実施した基礎研修は、文化財担当者で経験年数3年未満の初任者を対象として、

埋蔵文化財の内容と取扱い、指定文化財・登録文化財・の指定・選定、補助金業務などの基礎的な内容

について説明をおこなった。

10月に実施した担当者会議は、前年度までに実施していた専門研修に加えて、文化財行政における

新たな情報を提供し;意見交換をする場を習符-するなと会の内容を充実させ会議形式とした。今年度の議

題(テーマ)は「文化財の保護と活用についてJとして、文化財の保全管浬・ボランティアの活用な
どの視点から講義・事例発表・グループ協議を実施した。

-2-



②重要遺跡li~J報保存活用卒業

0長崎県中近-JII:城館跡分布調升事業(平成20年度)

・調査票作成 (調査対象追跡)

悉事!?制査等の内容の検討記載。新規で発見があったものについて、新たな調査票を作成0

.悉皆調査

西海市平向・江烏 4ヶ所

・詐出111剖査 [資料1] 

長IIIf.iili3ヶ所 諌早ili4ヶ所 松浦市3ヶ所南島原市 lヶ所

対馬rli1ヶ所 五島市2ヶ所 西海市5ヶ所長与町2ヶ所

波佐見Ufj・1ヶ所新上五島IJrj"1ヶ所 佐々 Ufj・2ヶ所

・指導委員会

[第I凶][J明|二1]平成20年12)-113LI (土)

[j~jj所]えきま えいきいきひろば

[内特] ・平成20年度事業計画について

-平成201l-度前l究報告について

[第21己1]U切[1]平成21年3n 1211 (木)
[J劾所]松irli史料↑日パ知町{

[内容] ・平成20年度調査報告について

・制査報告告:について

・現地指噂 ~Y r寸ー市館山

-調査報告会

[第1[ill] UUJ日]平!瓦20年11)J 30日(口)

[場所]東彼杵IIIT松品城跡;

東彼杵urj"歴史民俗資料館

[内脊] ・現地見学会

・調許制作会

.講演会

(大村!と談会久|封松和日IJ氏)

[第21.8:1]UUJ [1 ]平成21年3)-J 211二1(土)

[場所]佐世保iliJL11]城跡、

広田地区公民館

[内特] ・現地凡学会

・調子f幸lt?l子会

.講演会

(北詰IS1L1+111J近世城主1$研究会

中村修身氏)

3-

引
川 4ヶ所

雲仙ili3ヶ所

) 11;t即日Ifj"3ヶ所

計 31ヶ所



【資料1] 

詳細調査一覧表
[平成21年4月3日作成】

-番U- 城館10 城館名(別利;) 市町村名 状残i存児 !\i~j}ljl て史研il~~jl切 二I:~ 石垣 *'，ム1=1 その他 訓f長年度

1 I Hめ 削高田城 西彼杵郡長与町 。 l ;lWHII輪 H20 
2 101 東南川城 西彼杵郡長与町 。 ※西高m城との関連から測量 H20 
3 お9 日野江城 商品原市北有馬町 。 I ----4 お7 原城 商品原市南有馬町 。 1 天守台 ---5 174 松岳城 東彼杵郡東彼杵町 。 天守台 H18 
6 261・263 大浦域(有家城・里坊峻・JII胤城) i*i向原市西有家町 。 H20 
7 182・524 河原城(館) 東彼杵郡川棚町 。 H20(佐)
8 185 小峰城 東彼杵郡川棚町 。 H20(佐)
9 183 風南域 東彼杵郡川棚町 。 H20(佐)
10 ∞8 福田城(偏田古城) 長崎市 。 I H20 
11 010 鳥山城(十ifii城) 長崎市 。 H20 
12 021 俵石城 長崎市 。 l 畝状黒姻 ----13 例1・492 高浜城(城山城) 長崎市野母崎町 。 畝状模糊 H20 
14 064・070 太問和氏館 西海市西海町 。 H20 
15 065・077 下り山城 西海市西海町 。 I H20 
16 057 八幡山城 西海市西彼町 。 1120 
17 600 天狗山城 四海市西彼町 。 タコツボ状追梢? 1-120 
18 061 械の山古城 (11111.1郷) 西海市西彼町 。 H20 
19 085 凹舎城 西海市西彼町(平均) 。 石皇、岩除 -----20 147 権現岳城 諌早市小長井町 。 H20 
21 137 古田城 諌早市高来町 。 土橋 1120 
22 111 真崎城 諌早市 。 l l H20 
23 114 宗方城 諌早市 。 l ※地権者の承諾不Ilf ---24 109 かのう城 諌早市多良見町 。 H21 
25 110 平松城 諌早市 。 ※追JJII調査 H21 
26 214 鶴亀城(神代城) 雲仙市国見町 。 l 1 ※ーの丸追加調査 H20 
27 226・231 岡城(古部城) 雲仙市瑞穂町 。 虎口 H20 
28 243・537 飯岳城(古城) 雲仙市千々石町 。 石虫 H20 
29 194・197 松山城(金谷城) 東彼杵郡波佐見町 。 H20(佐)
30 157 城の尾城 大村市 。 1 畝状県細か? H21 
31 154 伊賀峠城 大村・ili 。 H21 
32 152 玖島城 大村市 。 1 l ----33 151 一城城 大村市 。 l ----34 179 武留路山城 東彼杵町 。 fiJ:1 H21 
35 133 聞城 諌早ifi飯盛町 。 土橋 H20 
36 135 岡城 諌早iti飯盛町 。 H18 
37 420 勝本城 壱岐市勝本町 。 1 ----38 430 生地域 壱岐市勝本町 。 土橋 1121 
39 424 高津城 壱岐市勝本町 。 ー1-.橋 H21 
40 483 帯回域 壱岐市郷ノ浦町 。 石塁 H21 
41 495 郡城 壱岐市芦辺町 。 H21 
42 必3 金石城 対馬市厳原町 。 l ----43 476 撃方山城 対馬市上対馬町 。 1 1120 
44 462 清水山城 対馬市般原町 。 1 ----45 383 勘次ヶ城(山崎の石墨) 五島市(直江町) 。 1 H20 
46 643 (新規) 輸月困(吉久木町御茶凶111) 五島1Ii(稿江市) 。 H20 
47 組・沼7'$1 石田城(石田陣嵐・大値賀城) 五島市(福江市) 。 1 ----48 399 殿山城 新上五島町(上五島町) 。 H20 
49 294 大刀洗城 佐世保市(佐世保市) 。 H19(佐)
50 293 指方城(佐志方城) 佐世保市(佐世保市) 。 H19(佐)
51 290 広凹城(牛盗城・ !Iニノ城) 佐l!.t保I↑i(佐世保市) 。 l H19(佐)
52 289 塩浸城 佐世保"t!i(佐世保市) 。 武者i留まり? H 19(佐)
53 3悦 井手平城 佐世保市(佐世保市) 。 1 1 ----54 372 踏所城 小値賀町 。 ---55 却8 針尾城 佐世保市(佐世保市) 。 1 ----56 お5 武辺城 佐世保市(佐世保市) 。1 l 1 I ----57 350 龍手間城 平戸市(田平町) 。 H19 
58 329 館山 平戸市(平戸市) 。 H19(佐)
59 お6 箕坪城 平戸市(平戸市) 。 水子tlIl輪 H19 
60 幻6 殿平城 佐世保市(佐世保市) 。 1 石~※地権者の承認 ----61 335 小富士城 主f~ ï31Iî (平戸市) 。 H19 
62 291 上小林城(追加調査) 佐世保-lli(佐世保市) 。 1 H19(佐)
63 319 直谷城 佐世保市(吉井町) 。 1 l l ----64 354 松問屋敷 松浦市(松浦市) 。 l H20(佐)
65 599 八幡山城 松浦市(松浦市) 。 こi二橋 H20(佐)
66 353 松浦党梶谷城 松浦市(松浦市) 。 ----67 367 医玉城 松浦市(鷹島町) 。 畝状盤幼i! H20(佐)
68 379 東光寺山城 佐々町 。 H20(佐)
69 378(380) 龍王城(野寄砦) 佐々町 。 H20(佐)

※グレーは純張り調査から除外する城町{
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③伝え守ろうふるさとの文化泣産推進ヰi業

01長崎県の辿跡 ・!と跡大昨典Jホームページ作成44栄

県内のii;i:跡 ・ 史跡340ヶ所の'11'j:*'I~ について li!dはできるホームページを作成する中業である 。

内容としては、報告告:に制載されてい る 1~lï(li ・ 写JLなどを 小心に遺跡 ・ 史跡の所在地、 H

主な逃椛、 主な山二士土上t.逃物のi竹伯情1古古::P?紺t出uを;抗j足l.z不4寸すす-る。干|ドえ勺)此ι1凶9.2却0.1年iド:.j皮支でで、イf刊作'/1午iド:}此ιし、 平成21年4けから公開し

ている。また、将米的には県立t!ll版文化財センターの逃肋;iiWli検索システムとも共右化する見込

みである。

0副教材「ー長崎県の文化財Jイ十成中業

[目的]地域の身近な文化財を題材とした|映像を使ったわかりやすい郷 1~ :::';f:押資料を作成し、学

校教育での市j日を促すことにより、長IIJ(，jU~~や I~ 分の{七 むJ也岐について学ぶ機会を蛇供し、

子供たちにふるさとへの理解と愛怖を涼めさせる。

[1)守谷]中学生を対象に、りよ!大jの文化財舎を|映像によって桁介し、社会科な どの綬業において教向li

が符易に使川できる副教材 (C0 ) を刊:成する 。 " I~ }&19.1I'.j立は 「通 !と編」 、 ' 1勺此20年度は「地

域編」を作成した。

「通史頑~J は 、 J長始IfS:代から近代までの!日J 史の流れの '1-' で 、 各 l時代における身近な文化

財を写真資料として紹介し、ほ業の導入やまとめなどで利111できるものとした。また、キ

リスト教|制連造住についても付制"jとして主な教会を制介している。授業のrl'でのj古川の参

考に、各|時代 ・ ìjí 元ごとに学判桁~q.~~ を添付 し、民1m例を提示している 。

「地域編」は、|王|桁先史跡や型11j誠一文化財包政j也を'1'心として各地域のili:製造跡について

写真資料を'-1-'心に利介している。また教材として利川できる写只阿像の蛇
{jbや、訓べ学科

の方法を提示するなど、社会科のみならず選択教科や総合年:刊においても利川しやすい内

容を取り入れている。

長崎奉行所跡

肥前陶磁器

F 
J 

肥前波佐見陶磁器窯跡



(3)佐世保文化財調査事務所の普及啓発事業

①西九州自動車道埋政文化財発掘調査成果展「郷土の遺跡反」

[J明間・ 会場]平成20年11J=J 7 L1-平成20年12月151:1: 長 111~f際史文化博物館

平成20~1:. 12月 18 日 ~平成21:f1:: 1 月 8 1=1・佐世保ïll 1~ll物館島瀬美術センタ一

入場者数8，100名 (2会場計)

[内 容]西九州|土|動半道i型政文化財発掘調査が終了した門前巡回;を始めとして6逃肋;の主

な出こ|て起i:物740点や写真パネjレ110枚を民示

[講演会]・WJ日・・工IL成20年12月20日

・ 講師・・・大阪大学大学院、 福7ì( fiIi ~1教授

「佐世保ili門前遺跡、の弥生時代木組み

起ifit」について

②平成20年度県北地区ilil町教育委員会文化財担当者研修会

[J明 日 ] 平)点20~1三 8 月 25 日 (月 )

平成20~f8 )=J 29日(金)

[J#i 所]平戸市回平支所 (25日)

佐世保iliilli地区公民館 (29日)

{対 象 者]県:北地区所管内教育委員会文化財担当者

(佐111:1以il了、 平戸市、松浦市、東彼杵町、 川棚IIrr、波佐見町、 小値賀11IJ、江迎IIrr、

出IIrrIwr、佐々11町)

[内 容]①佐世保文化財調査事務所の事業概要および文化財保護行政について

②坦!政文化財l共l係のj古山等について

③質疑応答

この研修会の目的は、平成19年4月1日付けで、県教育庁地方機関「佐世保文化財調査事務所Jが

設ittされた経緯と、同年6月から県北地区所管内の文化財保説法の手続きに関する届出等については、

本事務所に届w及び経[1=1することについて(従来は直接学芸文化説へ提出していた)、周知|徹底を図る
ために実施した。また、所管内の教育委買会の諸々の文化財事業に|刻する周知や協力について、連携

を深めることができた。

-6-



(4)原の辻遺跡調査事務所の発掘調査事業と保存活用事業

原の辻遺跡は、弥生時代の問、集落の構造を解明するために極めて案要な遺跡として平成12年11月

24日に図の特別史跡に指定された。現在、文化庁の「史跡等総合活用推進事業」の補助事業を受け、

壱11皮市によって貌志倭人伝に記載された「一支図Jの王都の復元整備が進められている。

原の辻遺跡調査事務所が平成20年度に行った事業には、発掘調査事業と保存活用事業がある。発掘

調査は、重要遺構等の内容確認のための調査研究事業の範囲確認調奈と県道付け替えのための緊急調

査を実施した。保存活用事業では、原の辻遺跡を広く周知させるための普及啓発事業として、事務所

が実施している保存活用事業の他に、壱岐-Iljの原の辻遺跡保存等協議会主催の古代米づくり、原の辻

サポーター養成の事業等に支援・協力を行った。

1 発掘調査事業

平成20年度に事務所が実施した発掘調査は、国庫補助の「調査研究事業」と県道付け替えに伴う緊

急調査である。県道の調査は、原地区 (826ぱ)と原ノ久保地区 (374ぱ)の合計1.200ぱの発掘調査を

実施した。調査の結果、原地区では新たに土峨墓などの墳墓群が確認され、原の久保C地区の墓域に

含まれることが判明した。今回の原地区の調査では、土墳墓19基、小児饗柏墓18基、小児の箱式石棺

墓l基、土域4基、濠1条、落ち込み3基、ピット45箇所が検出された。護棺など出土土器からみる

と、弥生時代中期前葉~後期後楽までのi時期jにわたって形成された墓域であり、土嬢纂が卓越するの

が特徴である。副葬品は、土墳墓から鉄剣・鉄矛・万子・鋳造鉄斧・砦玉製管玉、護棺墓からガラス

小玉・緑色頁岩製管玉が出土した。

調査研究事業では、台地東側低地の石f1:同j原地区 (430ぱ)と八反地区 (300rrf)の合計740ぱの発掘

調査を行った。石田高原地区の調査は、台地東側にある環濠のつながりの状況などを確認するために、

平成19年度から継続して実施したもので、平成19年度調査区の南側に5筒所の調査区を設けた。調査

の結果、石田高原地区では弥生時代後期jに内濠の掘り直しを行った際に造成を行っていることが確認

され、造成土の下に小児の箱式石棺墓 l基が検出された。また新たに、減 l条、沼状の落ち込み 1箇

所が確認され、昨年度にヲ|き続いてピット群が確認された。ピット群は建物の柱と忠われるが、倉庫

なのかあるいは住居なのか性格が判明しておらず、建物群の位置づけを調査指導委員会委員の宮本長

二郎氏に検討をお願いしている。これまで原の辻遺跡では、台地内にまとまった倉庫群は確認されて

おらず、低地に稲倉群が存在することとなれば、吉野ヶ里遺跡にみられる建物群と同様なあり方が原

の辻遺跡でも確認されることになる。今後のビット遺構の精査検討に期待したい。

八反地区では、水田跡等の土地利用の解明をめざして、船着き場跡、の南側に調査区を設けて発掘調

査を行った。調査の結果、溝状の落ち込みなどが確認されたが、土壌の科学分析を実施したところ、

水田で、あったことを示す結果は表れなかった。

2 保存活用事業

保存活用事業の目的は、県内外および島内市民に対して、広く「原の辻遺跡」の周知を行い、原の

辻遺跡関連事業への理解を図っていくための事業である O

事業内容としては、展示のための遺物の保存処理、調査指導委員会の開催、九州北部三県姉妹遺跡

連絡会議、体験学習活動、ホームページの活用、壱岐高校の「原の辻膝史文化コースjへの支援、市
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が実施している古代米づくり、ボランテイア養成などへの支援を行っている。

調査指導委員会は、西谷正(九州大学名誉教授・九州歴史資料館長)委員長をはじめ7名の委員か

らなり、発掘調査で検出された遺構の内容・性格や出土遺物等についての助言・意義付け、遺跡の保

存等についての指導を受ける会議である。平成20年度は、 11月4日に実施し、石田高原地区の環濠・

ピット等の遺構、今後の調査計画などについて指導検討をいただいた。また、 11月9日には、壱岐市

の調査現場と併せて、現地説明会を実施した。

北部九州三県姉妹遺跡関係では、締結10周年を記念して九州国立博物館で特別展示を8月19日-..11月

16日に実施し、「よみがえる弥生都市Jのシンポジウムを開催した。また、これに関連して「壱岐・原
の辻展示館jにおいても、 8月6日-..11月16日に「原の辻遺跡の知られざる二つの顔」というテーマ

で、特別企画展示を実施した。また、それに加えて11月15日-..3月1日に「倭の水人一対馬海峡・玄

界灘・日本海:で活躍した倭人たち一」というテーマの特別企闘展示を行った。

体験学習活動は、島内の小中学生、県内外の修学旅行生を対象に、展示館と遺跡、の見学、勾玉づく

りと火起こし体験などを行っている。平成20年度は、島内小中学校13校445名、県内外小中学校15校

956名の合計28校1.461名の体験学習を行った。また、 7月30日に、島内の教職員を対象とした「教職

員体験講座Jを実施した。
壱岐高校の「原の辻歴史文化コースJについては、 2年生の「考古学入門・生活文化史」の授業に
支援している。授業内容としては、発掘・実測・土器づくりなどの実習と土器・石器・木製品・金属

器・墓制などの講座を、事務所と遺跡、で18回実施した。

壱岐市の原の辻遺跡保存等協議会が行っている「古代米づくり」は、平成20年6月21日に田植え(110

名)、 10月25日に稲刈り(138名)、 11月16日に原の辻ウオーク・収穫祭を実施した。そのなかでも、原

の辻ウオーク・収穫祭の参加者は例年に増して盛況で603人に達した。また、小学生と保護者を対象と

した「原の辻夏休み体験広場;J(8月2日)にも支援協力を行った。

ボランテイアの原の辻サポーターは、壱岐市の原の辻遺跡保存等協議会が主体となって取りまとめ

て、ガイド・活動支援・環境整備に分かれて活動を行っており、調査事務所のスタッフも積極的に参

加している。ガイドグループは、研修を行いながら土曜と日曜日に壱岐・原の辻展示館でのガイドを

.行っている。活動支援グループは、体験学習の研修を積みながら、修学旅行などの大人数の体験学習

への支援を行っているo 環境整備グルーフ。は、壱l岐市が行っている古代米づくりの支援を行いながら、

史跡内の草刈りなどの美化活動などを行っている。平成22年春には、一支国博物館と遺跡のガイダン

ス施設が同時に開館し、遺跡公園も部分公開していくので、原の辻遺跡とー支国博物館を支え、島内

の文化遺産を守り、伝えていくボランテイアの組織体制を早急に確立することが課題となっている。

参考文献

1 林 隆広編『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第39集 長崎県教育委員会 2009

2 川畑敏則編『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第40集 長崎県教育委員会 2009 

3 r平成20年度「原の辻サポーターj活動報告書』 原の辻遺跡保存等協議会 2009 
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2 県内の発掘調査報告書一覧(平成20年度刊行)

番号 報 f仁ヒ1 書 名 発行機関

黒丸遺跡、m ~郡川河川改修に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書~
長崎県教育委員会

(長崎県文化財調査報告書第201集)

2 
魚洗川 B遺跡、皿 ~百花台公園整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書~

長崎県教育委員会
(長崎県文化財調査報告書第202集)

3 
長崎県埋蔵文化財調査年報16[平成19年度調査分]

長崎県教育委員会
(長崎県文化財調資報告書:第203集)

4 
原の辻遺跡， __主要地方道勝本石回線道路改良工事に伴う調査報告書⑥~

長崎県教育委員会
(原の辻遺跡調査事務所調資報告書第39集)

5 
民{の辻遺跡 ~原の辻遺跡調資研究事業調査報告書~

長崎県教育委員会
(原の辻遺跡調査事務所・調査3報告書第40集)

6 樺烏町遺跡， __長I1崎市樺島町9番6における埋蔵文化財発掘調査i報告書~ 長崎市教育委員会

7 万才町遺跡 ~長崎地方裁判所庁舎増築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書~ 長崎市教育委員会

8 福井洞窟範囲確認調査報告書:(2) (佐世保市文化財調査報告書-第 1集) 佐世保市教育委員会

9 
上野町遺跡1127、1159地点 ~諌早南部第 1地区区画整理事業に伴う埋蔵文化財発 諌早市教育委員会
掘調査報告書:__ (諌早市文化財調査報告書物23集)

10 
今宮城跡 ~携帯電話無線基地局建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書~

大村市教育委員会
(大村市文化財調査報告書-第32集)

11 
富の原遺跡 ~市道官の原3号線道路改良工事に伴う発掘調査報告書~

大村市教育委員会
(大村市文化財調査報告書-第33集)

12 市内遺跡発掘調査概報3 (大村市文化財調査報告書:第34集) 大村市教育委員会

13 市内遺跡発掘調査報告書咽 (平戸市の文化財62) 平戸市教育委員会

14 史跡平戸杭n描j商館跡の発掘調査四 (平戸市の文化財.63) 平戸市教育委員会

15 松浦市内遺跡確認調査(2) (松浦市文化財・調査報告書第3集) 松浦市教育委員会

16 ilr内遺跡発掘調査報告書四 (平戸Ttrの丈化財61) 平戸市教育委員会

17 
特別史跡原の辻遺跡史跡等総合整備活用推進事業に伴う遺構確認、調査:I向元四区・ 壱岐市教育委員会
原XVI豆・原XVII区・石田大原344区 (壱岐市文化財調査報告書-第14集)

18 伊古遺跡E ~縄文時代草創期編~ (雲仙市文化財調査報告書:第6集) 雲仙市教育委員会

19 壱岐カラカミ遺跡E ~カラカミ遺跡東亜考古学会第 l地点の発掘調売~ 考九人 吐え古!大科学学ヤ研大研究学究室際院

-11-



3 長崎県教育委員会発行調査報告書一覧

集 報 a仁ニ1 書 名 発行年

l 長崎県遺跡地名票(埋蔵文化財包蔵地) 1962 

2 五島遺跡調査報告 1964 

3 民俗資料調査報告書

4 福井洞穴調査報告書 1966 

5 深堀遺跡

6 男女群島特別調査報告 1968 

7 宮下遺跡調査報告(図録編) 1968 

8 対馬一豊玉村佐保シゲノダン・唐1I1奇の青銅擦を出土した遺跡、の調査報告 1969 

9 宮下遺跡調査報告(解説編)

10 堂Ih奇遺跡調査報告書(長崎県長与町所在) 1970 

11 有明海の沿岸地区の民俗 1972 

12 長崎県の民家(前編・後編) 1972 

13 対馬西岸阿連・志多留の民俗 1972 

14 里田原遺跡(図録)

15 下五島貝津・大串の民俗(本文編・図録編) 1974 

16 対馬の文化財

17 対馬一浅茅湾とその周辺の考古学調査一 1974 

18 盟田原遺跡(略方rr) 1974 

19 壱岐の文化財

20 対馬の遺跡 1975 

21 盟国原遺跡 1975 

22 下五島の文化財

23 長崎県民俗地図 1976 

24 諌早北バイパス関係埋蔵文化財調査報告書第1集(図録編) 1975 

25 里田原遺跡 1976 

26 原の辻遺跡 1976 

27 西彼杵半島猪垣分布調査概観 1977 

28 平戸市野子地域の民俗・福島町土谷の民俗(上・下) 1977 

29 長崎県のカトリック教会 1977 

30 旧島原蒋薬園跡環境整備報告 1977 

31 原の辻遺跡E一長崎県壱岐郡所在の弥生遺跡一 1977 

32 盟田原遺跡 1977 

33 金石城跡緊急発掘調査報告書 1977 

34 長崎県の民俗芸能・民謡(I )採譜篇・別冊

35 長崎県埋蔵文化財調査集報I 1978 
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集 調t 丘I=l三 ー弓巨主I 名 発行年

36 世知原町間作免の民俗 1978 I 

37 原の辻遺跡E一長崎県壱岐郡所在の弥生遺跡一 1978 

38 盟国原遺跡 1978 

39 目前関係資料 1979 

40 平戸・ J二五烏地区の文化財 1979 I 

平戸・上五島地I~~の文化財(美術工芸品の部) 1979 

41 長崎県の民俗芸能・民謡(II )採譜篇 1979 

42 長崎県の海女(海士) 1979 

43 長崎県の民俗芸能・民謡 (III) 1979 

44 松浦市とその胤辺地区の文化財 1979 I 

45 長崎県埋蔵文化財調査集報E 1979 

46 大村湾の漁労背{谷 1980 

47 長崎県の民俗芸能・民謡(lV) 

48 キリシタン関係資料 1980 I 

49 佐世保市とその周辺地区の文化財 1980 

50 長崎県埋蔵文化財集報皿 1980 

51 串島遺跡; 1980 

52 ケイマンゴー遺跡 1980 

長崎県の民俗芸能・民謡 (V) 1981 

53 諌早・大村・北高来郡の文化財 1981 

54 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書 I 1981 

55 長崎県埋蔵文化財調奈集報W 1981 

56 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書:II 1982 

57 長崎県埋蔵文化財調査集報V 1982 

58 堂崎遺跡一長崎県有家町所在の海中干潟遺跡一 1982 

59 島原・南高の文化財 1982 

60 針尾人l崎遺跡一佐lit1:呆市針尾中町所在一 1982 

61 長111奇唐寺関係所蔵品目録 1982 

62 長111奇・凶彼の文化財 1983 

63 橘湾の漁労習俗 1983 

64 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書面 1984 

65 諌早中核工業団地造成に伴う埋成文化財緊急発掘調査報告書 I 1983 

66 長崎県埋蔵文化財調査集報VI 1983 

67 長崎県埋蔵文化財調査集報V1I 1984 

68 今福遺跡 I 県道矢次・南有馬線改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書 第一冊 1984 

69 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書W 1984 

70 長崎県の農具調査(前編) 1985 
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集 幸R 三にと3 書 名 発行年

71 名切遺跡 1985 

72 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書V 1985 

73 西ノ角遺跡 1985 

74 諌早中核工業団地造成に伴う型I!蔵文化財緊急発掘調査報告書:n 1985 

75 長崎県埋蔵文化財集報四 1985 

76 楼楢回遺跡 松浦火力発電所建設に伴う埋蔵文化財調査報告書 1985 

77 今福遺跡E 県道矢次・南有馬線改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書 第二冊 1985 

78 百花台遺跡 1985 

79 長崎の近世社寺建設緊急調査報告書 1986 

80 長崎県の農具調査(後編) 1986 

81 上原遺跡 1986 

82 長崎県埋蔵文化財調査集報政 1986 

83 殿崎遺跡 1986 

84 今福遺跡E 県道矢次・南有馬線改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書: 第二冊 1986 

85 諌早中核工業団地造成工事に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告E 1986 

86 長崎県埋蔵文化財調査集報X 1986 

87 長崎県遺跡地図 1987 

88 長崎県の民謡 1987 

89 温泉岳保存管理計画策定書 1988 

90 中道壇遺跡 1988 

91 長崎県埋蔵文化財調査報告書X1 1988 

92 百花台広域公園建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書 1988 

93 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書M 1989 

94 長崎県埋蔵文化財調査集報xn 1989 . 

95 魚洗川B遺跡一全国植樹祭会場造成工事に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書一 1990 

96 長崎県の諸職調査 1990 

97 長崎県埋蔵文化財調査集報xm 1990 

98 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書四 1990 I 

99 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書四 1991 I 

100 磯石原遺跡一県道愛野~島原線改良工事・に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書一 1991 

101 長崎県埋蔵文化財調査報告書XN 1991 

102 対馬天然記念物緊急調査報告書 1991 

103 長崎県天然記念物実態調査報告書一対馬を除く一 1991 

104 長崎県埋蔵文化財調査集報XV 1992 

105 上大垣遺跡 1992 

106 県内古墳詳細分布調査報告書 1992 

107 大陸渡来文物緊急調査報告 1992 
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集 報 丘1二1 王-←主!t:・ 名 発行年

108 長崎県埋蔵文化財調査集報XVI 1993 

109 県内重要遺跡範囲確認調査報告書 1993 

110 長崎県遺跡地図一長崎市・諌早市・大村市・阿彼杵郡・北高来郡一 1994 

111 長崎県遺跡地図ー島原市・南高来郡地区一 1994 

112 長崎県遺跡地図一壱岐地区一 1994 

113 長崎県埋蔵文化財調査年報 I 1994 

114 県内重要遺跡範囲確認調査報告書E 1994 

115 中木場遺跡一水無川第3遊砂地造成工事に伴う発掘調夜報告書一 1994 

116 県道国見雲仙線改良工事に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書 1994 

117 長崎県遺跡地図一福江市・南松浦郡地区一 1995 

118 長崎県遺跡地図一対馬地区一 1995 

119 長崎県遺跡地図一佐世保市・平戸市・松iilt市・北松浦郡・東彼杵郡地区一 1995 

120 長崎県の民俗芸能一長崎県民俗芸能緊急調奈報告書:一 1995 

121 県内重要遺跡範閤確認調査報告書皿 1995 

122 長崎県埋蔵文化財調査年報E 1995 

123 万才"町遺跡 長崎県庁新別館建替えに伴う発掘調査報告書 1995 

124 原の辻遺跡; 1995 

125 長崎県埋蔵文化財調査年報E 1996 

126 伊木力遺跡 I 1996 

127 黒丸遺跡 I一都市計画道路杭出津・松原線改良工事に伴う発掘調査報告書一 1996 

128 中木場遺跡ll-水無JlI4号遊砂地造成工事に伴う工事立会調査一 1996 

129 中木場遺跡皿一水無JlI1号ダム建設工事に伴う緊急発掘調査一 1996 

130 県内重要遺跡範囲確認調査報告書W 1996 

131 長崎奉行所関係文書調査報告書 1997 

132 黒丸遺跡E 1997 

133 県内重要遺跡範聞確認調査報告書V 1997 

134 伊木カ遺跡E 1997 

135 長崎県埋蔵文化財調査年報町 1997 

136 稗田原遺跡 I 1997 

137 広平遺跡 1997 

138 桟原城跡 1997 

139 石田城跡 1997 

140 長崎県の近代化遺産一長崎県近代化遺産総合調査報告書一 1998 

141 大浜遺跡 1998 

142 蒲河遺跡 1998 

143 i中城跡 1998 

144 桜町遺跡 1998 
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集 報 L仁IコI 書 名 発行年

145 稗田原遺跡、E 1998 

146 長崎奉行所(立山役所)跡 1998 

147 県内主要遺跡内容確認調査報告書:1 1998 

148 長崎県埋蔵文化財調査年報5 1998 

149 馬乗石遺跡 1998 

150 長崎県埋蔵文化財調交年報6 1999 

151 県内主要遺跡内容確認調査報告書:II 1999 

152 稗田原遺跡E 1999 

153 長崎県のカクレキリシタンー長崎県のカクレキリシタン習俗調査事業報告書一 1999 

154 長崎街道一長崎県歴史の道(長崎街道)調査事業報告書一 2000 

155 長崎県埋蔵文化財調査年報7 2000 

156 県内主要遺跡内容確認調査報告書E 2000 

157 稗田原遺跡W 2000 

158 長崎県埋蔵文化財調査年報8 2001 

159 県内主要遺跡内容確認調査報告詣:1V 2001 

160 平野遺跡 2001 

161 稗田原遺跡V 2001 

162 栄町遺跡 2001 

163 石田城跡E 2001 

164 長崎県埋蔵文化財調査年報9 2002 

165 県内主要遺跡内容確認調査報告書V 2002 

166 森岳城跡 2002 

167 玖島城跡 2002 

168 千里ケ浜遺跡 2002 

169 歴史の道整備活用推進事業 長崎街道整備活用計画報告書 2002 

170 長崎県の祭り・行事調査報告書 2002 

171 長崎県埋蔵文化財調査年報10 2003 

172 県内主要遺跡内容確認調査報告書W 2003 

173 森岳城跡E 2003 

174 供養川遺跡 2003 

175 長崎県埋蔵文化財調査年報11 2004 

176 地域拠点遺跡内容確認発掘調査報告書 I 2004 

177 長崎奉行所(立山役所)跡一歴史文化博物館(仮称)建設に伴う発掘調査報告書一 2004 

178 今屋敷家老屋敷跡 2004 

179 下木場遺跡 2004 

180 日蘭関係資料II---県外編~ 2004 

181 長崎県の近代和風建築一長崎県近代和風建築総合調査報告書一 2004 
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集 報 月I三I 
Eヨ 名 発行年

182 長崎県埋蔵文化財調査年報12 2005 

183 
長崎県奉行所(立111役所)跡 有原日付廃敷跡炉粕町遺跡

2005 
一歴史文化博物館建設に伴うJlll政文化財発掘調資報告書('1")一

184 出島一一般国道499号線電線共同溝整備工事に伴う緊急調査報告書?一 2005 

185 地域拠点遺跡内容確認発掘調査1報告:j1.~:II 2005 I 

186 小野F遺跡一一般国道497号佐々佐世保道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一 2005 

187 長崎県埋蔵文化財調査年報13

188 地域拠点遺跡内容確認発掘調資報告書E 2006 I 

189 肥賀太郎遺跡一県道愛野島原線上流付替工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書一 2006 

190 門前遺跡一一般国道佐々佐世保道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ll- 2006 

191 長崎県埋蔵文化財調査年報14 2007 

192 万才町遺跡E 2007 

193 開遺跡E 2007 

194 稗田原遺跡刊・下宮遺跡 2007 

195 小野条里遺跡 2008 

196 長崎県埋蔵文化財調査年報15 2008 

197 例木城跡 2008 

198 稗田原遺跡、四 2008 

199 魚洗川 B遺跡E 2008 

200 対馬宗家文庫史料一紙物目録(1)(2)(3) 2009 

201 黒丸遺跡、E 2009 

202 魚j先川 B遺跡E 2009 

203 長崎県埋蔵文化財調査年報16 2009 
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4 事業別発掘調査届出件数及び県市町別埋蔵文化財職員数の推移

0事業別発掘調査届出 (99条関係)件数の推移

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

道 路 10 12 13 13 10 5 

河 )11 l 1 。 2 

凶寸4ー 校 。 。 。 。 。
住宅・宅地造成 5 4 4 3 6 4 

緊
工 場 。 。 。 2 。 2 

庖 舗 等 。 。 2 。
その他の建物 4 3 l 3 2 

急 土地区画整理 。 。 。 2 2 。
公園造成 。 。 l 4 1 

調 観光開発
。 。 。 。 。 。

ガ ス 等 2 2 。 。 。 l 

農業関係 6 9 6 6 7 5 
査
その他の開発 3 1 。 l 。
自然崩壊 。 1 。 。
遺跡地図作製等 。 。 。 。 。 。
保存目的 18 24 19 7 7 7 

遺跡整備 。 2 。 。 。 。
学術 研究 2 3 l 。 l 

dロ~ 計 50 64 47 38 44 31 

0県及ひ。市町埋蔵文化財担当者職員数の推移[平成20年度市町は文化財担当者数を含む]

平成15年

18 ( 5) 

43 (12) 

平成16年

22 (13) 

42 (10) 

平成17年

22 (17) 

46 (10) 

-18 -

平成18年

23 (17) 

46 (10) 

平成19年

18 (12) 

35 ( 8) 

( )は嘱託数

平成20年

17 (16) 

71 ( 9) 



5 平成20年度の調査概要

f 

d 

q 

。

"
i
f十
ー

遺 跡 名 所在地 遺 助; 名 所在地

① 魚洗川B遺跡 雲仙市 ② 黒丸遺跡 大村市

③ 守山条里跡、 雲仙市 ④ 奈摩の館跡; 新上五島町

⑤ 奉還遺跡・草木原第3石鍋製作遺跡 西海市 ⑥ 中ノ瀬遺跡(範聞確認調査) 松浦市

⑦ 中ノ瀬遺跡 松浦市 ⑧ 八'1，時111城跡 松浦市

⑨ 亀岡城跡 平戸市 ⑩ 白鴎池周辺遺跡 江迎町

⑪ 稗田窯跡 佐世保市
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いわれご

①魚洗川B遺跡

所在地雲仙市国見町多比良戊

調査原因 百花台公園整備工事

調査期間平成20年6月15日--9月5日

報告書平成21年3月刊行

立地

調査主体長崎県教育委員会

調査面積 700m 

調査区分本調査

処 置調査後工事

魚洗川B遺跡は、島原半島北部の標高200----280

m の火山性山麓扇状地の扇のかなめの位置にあた

る高台上に立地している。百花台遺跡群のーっと

して、昭和62年から県道国見雲仙線改良工事に伴

い調査が実施されて以来、 8度にわたり本調査・

範囲確認調査がおこなわれている。これまでの調

査では旧石器時代から縄文時代晩期までの遺物が

出土しており、旧石器時代の集石や磯群、縄文時

代早期の炉跡・落とし穴などの遺構が検出されて

いる。

調査

調査は、平成16・17年度に実施した範囲確認調査の結果、縄文時代から旧石器時代の遺物や遺構が

確認された範聞の3地点に調査区を設定し実施した。

I層は表土および耕作土、 E層は黄褐色のしまりのない火山灰土層、 E層は黒色の火山灰土層、 N

層は灰褐色のパミスを多く含む硬質土(カシノミ層)、 V層はクラックが生じやすい黒褐色の硬質粘土

層、羽層はV層と同質だがやや黄色味がある硬質土層、 vn層は黒色の火山灰土層、四層は明黄褐色粘
質土の地山層である。 II-..m層が縄文時代の遺物包含層、 V--VI層に旧石器時代の遺物が包蔵してい

る。羽層中には姶良Tn火山灰が確認され、同層中から数点の遺物の出土がみられた。

A区は、表土直下にE層が堆積し、 W層に掘りこんだ柱穴状の遺構が多数検出された。 E層中には

縄文時代晩期の精製土器、粗製土器、磨製石斧などが出土しており、遺構は当時の時期に比定できるo

N 層は約50cmの厚さの無遺物層で、巨磯(火山磯)が混在しており、火砕流もしくは土石流による堆

積と考えられる。 V層は調査区全体に確認され、旧石器時代の遺物が散在しており、調査区北側部分

では百層に掘りこんで小土壌が6ヶ所確認された。小土旗の断面はレンズ状を呈し、埋土から遺物は

出土していない。

B区は、調査区北側を中心に表土直下にE層が厚く堆積しており、 E層に掘りこんで多数の柱穴状

の遺構が検出されている。 II層の中からは縄文時代早期から晩期にかけての石鍛や縄文時代晩期の精

製土器等が出土しており、出土遺物の時期にl隔があることから二次堆積の層位と考える。 m層はA区
で縄文時代晩期の造物を包蔵した層位であるが、 B区では遺物はほとんど含まないom層の下にはA
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民|叶様、 IVI¥'?がj以く.tlt和しており、 N層以下の辿ー物のIBニ1-.状況を訂Ij認するために、はじめに西側と南

側にサプトレンチを設定し掘り下げを行った。そのあli栄、西側トレンチ|判i1l!1J(F -4 ~ 5区付近)に

集中して 111 イ i器u-.~:代の造物が1'1 '1土 したため 、 その周辺に m~ り IVJi7Iを抗liり下げ、治物の分i{IIを確認した。

ただし、ili;物はサブ トレ ンチで確認した純|升!のみであり、その他からは全く雌認されなかったため、

NI'，'1の制り下げは部分的にとどめた。

まとめ

今1111 の訓有で、は 、 ï~花子?遺跡群の基本附!七を改めて雌認することができた。 43- に BIポの雨1!!1Jサブト

レ ンチでIi'M認さ れた府位は、 II W1の1/1褐色火 1 11灰ご1 -.10 か ら澗!日 IY-lWi"制色村t~ 十'.J血111I門まで迎キ!日と続き、

向IJ;t.>.1"， ):~);'，:j.ìllの火山活動を鋭い知ることができる 。

また、 VI/';'1-1; I付 (VIc府)ではかなり |財保な姶良Tn火山灰 (AT 1M)が雌認されている。一面と

まではいかないが、部分的には厚さ20cmに歪るところもあり 、石器のH寺JYJ決定の器準となっている。

ただし今阿の調交においてはVII円以下の石器の出土点数が極めて少なかったため川協組成の相違を指

摘するまでには主らなかった。

追跡遠景

土居堆積状況 (8区)

[調査担当 :相川 ・1111-'.守川・ 川iJ::I.平111](文立寺田)
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②黒丸遺跡

所在地大村市黒丸町・沖田町

調査原因 河川改修工事

調査主体長崎県教育委員会

調査面積 930ぱ

調査期間平成21年1月13日---3月16日

報告書平成21年度刊行予定

調査区分本調査

処 置調査後工事

立地

黒丸遺跡、は、北部に流れる郡川河口部に形成さ

れた標高約o--10mの扇状地上に所在する。遺跡
の範囲は沖田町・黒丸町に跨いで広がり、その面

積は約1，000.000ぱと広大である。これまでに複

数回の発掘調査がおこなわれており、縄文時代~

中世に渡る長期間の複合遺跡であることが判明し

ている。なかでも、縄文時代晩期~弥生時代早期

にかけては遺物、遺構ともに充実しており、当該

期に主体をおく遺跡として認識されている。ま

た、遺跡北端にあたる沖団地区には条里遺構が残

されており、この地区が古代、彼杵郡家に比定さ

れる要因のーっともなっている。

調査

黒丸遺跡位置図 (5=1/25.000)[武留路]

調査を実施した地点は黒丸遺跡の最北端部にあたり、郡川南岸沿いで水聞や畑地として利用されて

いる場所である。大村市が実施した範岡確認調査において縄文・弥生時代の遺物が出土した試掘境周

辺の930ぱについて調査を実施した。重機による表土除去の後、 10mx 10mのグリッドを設定し、人力

による全面掘り下げを開始した。なお、調査にあたり公共座標(世界測地系)に基づく10m方眼を組

み、北から南方向へA・B・C…、西から東方向へ 1. 2 . 3…と区分けし、遺構実測や遺物取り上

げをおこなった。

今回の調査ではA.B区あわせて柱穴約300基、土横約40基、溝2条の遺構を検出した。 A地区で検

出した8世紀代の土壌3基 (SK 3・8・9)を除き大半が、弥生時代早期~前期の所産と考えられ

る。柱穴の中には、一定の間隔で並ぶものがみられることから、建物跡の可能性が高いものが含まれ

ている。土壌の大きさやサイズ、深さにはばらつきが見られる。土域内覆土から出土する遺物は、破

損したものや小片が多いことからゴミ捨て穴としての用途が考えられる。

遺物は、主に縄文時代晩期から弥生時代中期の土器、石器で約コンテナ40箱分が出土した。出土遺

物には、 E層から出土した擦切りの石庖丁や、紡錘車、 SK31内から出土した装飾を施した石製品な

どがみられる。



まとめ

今回訓托した地点は 、 前年度の調査同様に河川の氾ì~jj原にあたる 。 調子正区 |人j を砕j :1ヒの方向に ~I日10m

以上の巨大な流路が抜数流れた痕跡がみられた。柱穴、土加などを検n'，した逃椛而は、この流路内に
Jlt和したilil--F? にあたることから、氾152が純文11寺代晩期J~弥生IIW:代中山lにかけて終息する H寺期があっ

たようである。その時期を選び、調査区周辺に集落を形成したのであろう。

{調査担当 :IIILJ・年旧1(文3Y:寺田)

、JO 。。
。

tコ fc:0.q 。 。
ロ。 / 

{遺構略骨]

P I t..柱穴

SK ..土坑

SR …自然減路

。 10 20m ~ 
遺構配置図

遺構検出状況 (8地区) 須恵器t不出土状況
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もりやまじようり

③ 守山条里跡

所在地 芸1111市吾妻IIrr古城名 ・本村名

調査原因 諒土i主湾干拓堤防南部IliZ1寸道路主s設工44

調査期間 平成20年 10月 6 11 ~10 Ll

報告 書なし

立地

守山条旦跡は、島原半島の北阿部にあたる牒山

約11mの狭小な扇状地上に立地する。|市Ij払・整備以

前は部分的に条旦の痕跡が残る地域であり 、隣接

して大塚古墳や丸塚古墳などが立地し、古墳時代

から古代にかけての歴史的な要所であったことが

推測できる。

調査

調査主体 長崎県教育委員会

調査面積 201行

調査区分純聞TiIifZ調査

処 置調査後工事

当該地区は、守山条里跡の北西1!!IJに位iifする"J!J 守山条里跡位置図 (s=1/25.000)[湯江]

道と干拓道路の取付部分(県道)にあたり 、既存の道路拡111日を伴う工事である。遺跡刷辺は平成元年

圃場整備が行われており、それに先立ってIIElfLl63:q三純間隙認調査が実施されているが、今回の工事区

域については未調査であった。

調査は、追跡範囲内で既存の道路拡111日部分に 5ヶ所の試制臓を設定し実施した。各試制liilt)1tiで、は、平

成元年の圃場挫官iijの造成土が)平く j佐和しており、相i り ï、げにかなり期f~航した。

遺物は純文時代の土器 ・ 鼎1I1'ilT-i*~~-1器、古代から ' 1 '世にかけての陶磁器 ・ 土器等が出土したが、 いずれ

も2層(現耕作土基盤肘)からの出土がほとんどであり 、並立1M;当H寺の遺物包合同は確認されなかった。

まとめ

各試掘肢ともに地表下 1m以上のUt耕作土と凶J劫撚1ii!i造成二上があり、明揃:なiijflt及び;出;物包含照は

確認されなかった。ただし、 2区からは水1II}';"iのj佐和が部分的にf確認され、近隣に条盟辿椛が残存す

る可能性はある。 [訓査担当 .寺田1(文責 :寺田)
、¥、-.....__
...______ .......... 

調査風最 土居堆積状況 (2区)
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なま やかた

④ 奈摩の館跡

所 在地 南松浦郡新上五烏IIIT 調査主体 長1111.[県教育委只会

調査原因 |五|道tJl;IIIh¥工事 調査面積 19ni 

調査期間 平成211，1':3月231:1~271二| 調査区分 範囲雌認前;J J'J~

報 告 書なし 処

立地

奈肢の館跡;は、上五島の:1ヒ古1Iに位置する奈障問

のl十JWに立地する。込:i;跡、が所在する奈摩損!日は、束、

丙の二ブjを|険しい山地に桜われ、Tキjブiは背プj、:1ヒ

ブjは奈川l:l巧に而する。i立跡は背方氏の祖である政

JA(441党が日nをii';:いたとされる所である。起t跡範11.1'1
内"1火'j¥;ISには、小高-ぃ丘陵がみられる。今回の制
1'tJ山I

置司liJJ'i1:去工中

調査 奈摩の館跡位置図 (s=1/25，OOO)[立串]

純1Jj:1孤立，"{!.f~，\j訟は道路拡 11席者1I を対象に、 51苅所の試tl:1:均nを設定した。

第1' 2試抑制iでは、近年まで使用された水山が確認された。水111の下のj刊には、粘土が厚く堆積

した!刊が比られる。この粘土がl半くjlt和した}'-;.1rllからは 、 制査H寺も I，;;~. に j雨水が'1:. じることから 、 本来

的のようなものであったことが窺える 。 また、第 3 ~ 5試tkl同長で‘も、同様に近年まで使用された水田

が確認された。水ITIの下は地山である。

まとめ

すべての試制加において逃物、起1怖はみられなかった。ただ、近|坊に奈JJ，江の飢が所不1:することにつ

いては記録ー卜'.1111泣いない史実であり 、遺跡の所在についての検証は今後も似統的に行う必要がある。

[調査担当:守HI' i也川 ・ム1-:111] (文iff:寺凹)

調査風景 土問堆和状況 (第4試掘塘)
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ほうかん くさきはらだい3い しなべ

⑤ 奉還遺跡・草木原第3石鍋製作遺跡

所在地

調査原因

調査期間

報告 書

..L.. 

.lL 地

同市:Tli大瀬戸町多以良|付郷

附1Ji)j幣11i1i

平成2011三11)-J 17 H -28 1 1 

刊行なし

調査主体

調査面積

調査区分

処 置

追跡は、多以良1)、J~l!I\の標山手-1200m の山 IIIJ 古1)に IJfJ

けた扶い丘陵_I-.に立地し、 JriJ聞は伴t;riの山虫:iがあら

われている地形である。この地域はii没後の保卜J"I移民

による開何凶により|制かれた却11地であり、 f.iPf~業が

営まれていたといわれており 、問事!きされていたがた

めに遺跡の所杭が確認されていた。

調査

制f在tは、 司紫草巡逃肋跡;の純11川1井刈FI肝肝印印E官，

Ill.j illrrli教育委民会

82m' 

純!?11141iiit!澗査

JJU血{i:4f:

跡跡;の ~Î石1イ.卸却鍋;丁て-以り切J助跡;が残了存子する r付伴治if廿iF!f}石の2詰存d到!の 1，川川1山川ttサiJ .ì辺!1 σの〉刈fií川附雌í(1官í(l( 認，~制l司J 千作t を辿杭して行行-つ た ラ

奉還追跡、で・は試持Il#f.H 4ヶ所を設定し、 A1・跡、の政イ{;IJ~泌を附iI;立した 。 ili-跡がíl: J血する|王|凌は現在は 1m

墾により TJ血であるものの、 111状はかなり起伏があり、 j血 }I~がjl，'，'j v 、部分は-tr.llì 'íIJ され 、 nu血に雌る mJ瓦

了.事が行われていた。ただそのような'1'で約500川の純IJHに泣物包合肘が雌認され、ナイフ形石器を

はじめIIITt器時代の抗出約50点が.'1'1十.したっ

草木Ü~第 3:r，'鍋製作迂i跡では、ノミ瓜が隙認されるd'j'イiの以DJiする1:ω跡3ケJiji.がR11iii・5され、その

1M問の試制l似nからイイ鍋未製品が多数.'ILl.したの

まとめ

制持の結果、11-1行総11#代の.泣物が，'1'.土した純IJI:はイ7釧製作工));:WFが雌認された純IHIについてはJlM作

者の翌日frJI(:のもと ~1:1li'iiJをおこなわず雌十ーおよびm状似{{で・伐すこととした。
[ ~品千HU当 : ~IJ" 111 ] ( X. U' : '-'J'， UJ ) 

石鍋工房跡検出状況(草木原第3石銅製作泣跡)
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なかのせ

⑥中ノ瀬遺跡(範囲確認調査)

所在地松浦市今福町浦免字中ノ瀬ほか

調査原因 西九州自動車道伊万里松浦道路建設工事

調査期間平成20年11月17日---28日

報告書平成23年度刊行予定

立地

当該遺跡は、松浦市北東部、東に佐賀県伊万里市

と接する今福町に所在する。北流する今福川に沿っ

て南の石倉山裾部から伸びる正陵と、今福川によっ

て形成された沖積平野、それを望む微高地上の水田

部、標高約10m---約40mに位置し、東西約300m、南

北約550mの南北に細長い範囲に展開する。現在、

海岸線は近世以降の埋め立てによって、当該遺跡か

ら約600mほど北に離れているが、それ以前は当該

遺跡の傍まで湾が進入していたと考えられる。

調査

調査主体長崎県教育委員会

調査面積 70m 

調査区分範囲確認調査

処 置本調査

中ノ瀬遺跡位置図 (8=1/25.000)[今福]

遺跡東部の丘陵部北端、今福神社の裏手にあたる地区に、東からTP1(2mx4m=8ぱ)、 TP2

(2 m x 6 m = 12ぱ)、 TP 3 (2 m x 22 m = 44 rri)、TP 4 (2 m x 3 m = 6 m)、合計70ぱの試掘績

を設置し、調査を実施した。遺構はTP1・3・4の第3層上面で確認した。検出プランから柱穴跡

等と考えられる。範囲確認調査終了後、直ちに緊急発掘調査を実施するため、遺構の掘削は行ってお

らず、時期は不明である。遺物は、縄文時代、弥生~古墳時代、古代~中世、近世のもの、総点数229

点が第l層(耕作土・客土層)から出土した。縄文時代のものでは69点の石器が出土した。石材は黒

曜石と安山岩である。大半が腰岳産の黒曜石である。一部に星鹿産黒曜石も確認できる。安山岩のも

のはわずかである。剥片が大部分を占めるが石鍛も確認した。弥生~古墳時代のものでは37点の土器

片が出土し、弥生時代中期頃を中心としたものと考えられる。胎土は非常に脆く、石英質の礁が混和

材として大量に含まれる。古代~中世のものでは69点の土師器・黒色土器・瓦器・貿易陶磁器が出土

し、 11世紀後半--13世紀前半と16世紀後半の時期が考えられる。近世のものでは60点の陶磁器が出土

し、初頭と後半のものと考えられる。

まとめ

今回の調査では遺物包含層等は確認できなかったが、柱穴跡等と考えられる遺構が複数検出し、試

掘墳外への展開が推定される。遺物は耕作土・客土層からの出土とはいえ、当該地の環境から丘陵上

の移動と考えられ、遺跡の性格を示すものとして重要である。

{調査担当:杉原・江上・石橋・柴田1(文責:杉原)



なかのせ

⑦中ノ瀬遺跡

所在地松浦市今福町浦免字中ノ瀬ほか

調査原因 西九州自動車道伊万里松浦道路建設工事

調査期間平成20年11月18日~平成21年3月18日

報告書平成23年度刊行予定

立地

当該遺跡は、松浦市北東部、東に佐賀県伊万里市

と接する今福町に所在する。北流する今福川に沿っ

て南の石倉山裾部から伸びる丘陵と、今福川によっ

て形成された沖積平野、それを望む微高地上の水田

部、標高約10m--約40mに位置し、東西約300m、南

北約550mの南北に細長い範囲に展開する。現在、

海岸線は近世以降の埋め立てによって、当該遺跡か

ら約600mほど北に離れているが、それ以前は当該

遺跡の傍まで湾が進入していたと考えられる。

調査主体長崎県教育委員会

調査面積 4.800ぱ

調査区分本調査

処 置調査後工事

中ノ瀬遺跡位置図 (s=1/25.000)[今福]

調査

調査区は、座標系に合わせて南北を主軸とする100m方眼の大グリッドを設定し、東西を 1--9、南

北をA--Eと符号し、さらに大グリッド内を20m方眼で、区画して中グリッドを設定、 1-25の番号を

付した。また使宜上、遺跡の南縁部を①区、北縁平地部を②区、北縁丘陵部を③区とした。

①区

遺構は、丘陵西側裾部斜面の東部 (D-6-16区)の第3層上面において柱穴跡が検出したが、建物

としての規則性はみられなかった。また、共伴遺物は出土せず時期は不明である。遺物は、東部から

総点数326点が出土し、弥生時代の土器・石器、中世~近世の陶磁器を確認した。内訳は第 l層(現代

の水田及び客土層)から218点が出土した。出土遺物の大部分は弥生土器が占めるが、磨滅が著しい。

石器は一部欠損した黒曜石製の石鍛がl点出土した。中世のものでは、貿易陶磁器の景徳鎮窯系青花

が1点出土し、近世のものは国産陶磁器が出土した。第2層(傾斜地の2次的遺物包含層)からは96

点が出土した。第 l層と同じく、弥生時代の土器が大半を占めるが、中世の貿易陶磁器の龍泉窯系青

磁、近世の国産陶磁器も出土した。

②区

遺構は、丘陵西側裾部斜面の東部と中央部で柱穴群を確認した。数基の柱穴埋土中から弥生土器、

黒色土器、龍泉窯系青磁が出土しており、少なくとも一部は12世紀後半期のものと考えられる。第2

層(傾斜地の2次的遺物包含層)からは、弥生土器、土師器、須恵器、 i骨石製石鍋、貿易陶磁器、近

世陶器等が出土した。遺物の出土点数は1.143点、うち縄文時代44点、弥生時代700点、古墳時代l点、

古代1点、中世178点、近世219点を確認した。
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平成20年度中ノ瀬遺跡緊急発掘調査調査区及びグリッド配置図 (8=1/3.000)

③区

遺構は、集石遺構、墓嬢跡 (SK)、柱穴跡 (Sp)、緩傾斜地に2次的遺物包含層 (SX)を確認

した。墓墳跡は、 SK1--SK3が中世で、 SK4が近世初頭のものである。 SK1が円形プランを

呈し、結桶の使用が考えられる。 SK2・3は隅丸長方形プランを呈する土旗墓である。 SK4は隅

丸長方形プランを呈し、木棺を使用した可能性がある。遺物は、 5，073点が出土した。今回の調査によ

る出土遺物の約78%を占める。時代別では、縄文時代639点、弥生時代890点、古墳時代 l点、中世

1，120点、近世2.423点を確認した。遺構共伴遺物では、 SK1とSK3から土師質土器の杯と小皿が

出土し、計測値と底部の回転糸切り痕から中世後期に比定できる。 SK4からは胎土日跡の灰紬陶器

皿が出土し、近世初頭のものと考えられる。 SPからも土器片と石器が出土したが、明確な帰属時期

を示す遺物は出土していなし=。出土遺物の殆どがSXと第l層(現代の水田及び客土層)から出土し、

黒曜石製及び安山岩製石器、弥生土器、瓦器、土師質土器、貿易陶磁器、瓦質土器、国産陶器、石製

品、近世陶磁器、現代陶磁器等を確認した。

まとめ

全体的に調査区西側の平地部は、遺構、遺物ともに確認できなかったO 今福川の氾濫源であり、生

活環境として適していなかったと考えられる。調査区東側の丘陵は、今福川と人柱川支流によって形

成された河岸段丘である。西側平地部よりも安定した環境にあるため、長年にわたって場の利用が行

われていたと推測される。一部に12世紀後半のものが確認されたものの、残念ながら各々の詳細な時

期は分からないが、相当数におよぶ柱穴跡の検出がこれを裏付けている。 2次的に斜面に形成された

包含層からは、③区が弥生時代中期・中世を主体とする、①・②区が弥生時代中期・中世・近世を主

体とする遺物がそれぞれ出土しているため、そのいずれかの時代に属するものと考えられる。中世と

近世の墓壌4基は、北側に隣接する今福神社との関係も推測される。

【調査担当:杉原・江上・石橋・柴田・半田・矢葺1(文責:杉原)
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はちまんやまじよう

⑧八幡山城跡

所在地松浦市今福町東免字八幡山 ほか

調査原因 西九州自動車道伊万里松浦道路建設工事

調査期間平成20年5月19日--6月20日

報告書平成22年度刊行予定

立地

松浦市は、県本土の北部に位置し、北松浦半島の

北端部および鷹島・福島等の島々から構成されてい

る。地質は第三紀層を基盤として、北松浦玄武岩か

らなっている。

本遺跡は砂磯台地を呈し、砂岩風化土が堆積する。

標高約48mに立地し、西の住ノ谷川と東の人柱川に

挟まれ、石倉山から北西へ延びる丘陵先端部に位置

する。両河川は北流して伊万里湾へ注ぐ。遺跡の周

囲には「城ノ下Jや「馬場尾」などの城に関わる字
名が残る。

調査

調査主体長崎県教育委員会

調査面積 72ぱ

調査区分範囲確認調査

処 置本調査

八幡山城跡位置図 (5=1/25.000)[今福]

工事区域内に、 7筒所72mの試掘城 (TP)を設定した。 TP1--3では、「切岸」と「土塁」状の

低い高まりを確認した。 TP3の第3層より腰岳産黒曜石剥片が出土した。 TP4は「平場」と考え

られる場所に入れたが、遺構の確認はできなかった。遺物は第2層より背花片、青磁片、足鍋片、第

3層より星鹿産黒曜石の未製品、第4層より星鹿産黒!礎石原石が出土した。 TP5--7は、稜線に添っ

た通路の確認を行うために試掘墳の設定を行ったが、通路は確認できなかった。 TP5--7では、出

土遺物はなかった。

まとめ

調査の結果、工事区域全面に遺構が展開しているものと推定される。 TP1--3の設定を行った工

事区域東側では、「切岸Jが確認でき、さらにその下方に他の遺構の展開も考えられる。 TP4付近は

「平場」が推定され、 15世紀を主体とする遺物が出土した。 TP5--7の付近は今回は確認できなかっ

たが「平場」聞を結ぶ通路の存在が想定される。 11寺間的制約で試掘城の設定は行えなかったが、他に

も現地形から「平場」が想定される場所もある。

さらに、星鹿産、腰岳産黒曜石を使用した石協の未製品なと会が1出土していることから、一部の地区

に縄文時代の遺構や遺物包含層が展開することも推定される。

[調査担当:杉原・荒井・江上・石橋・柴田1(文責:杉原)
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かめおかじよう

⑨亀岡城跡

所在地平戸市岩の上町

調査原因 猶興館高校セミナーハウス解体工事

調査期間平成20年8月18日~平成20年8月22日

報告書刊行予定なし

立地

亀岡城跡、は、平戸瀬戸を望む岬先端部の小高い

丘陵に築かれている。元禄16年(1703)の『日の

岳城図Jでは、 l岬の付け根以外はほぼ海に閉まれ

ていて「海城」の特徴をよく表している。その後

江戸時代後期に作成された『平戸城文問図Jでは、
ほぼ現在の形に近い形で埋め立てられている。

調査

調査主体長崎県教育委員会

調査面積 8ぱ

調査区分範囲確認調査

処 置調査後工事

調査区は2x 2 m (T P 1)と1x 4 m (T P 亀岡城跡位置図[平戸](8=1/25.000) 

，、暗号三

漁

戸

4幹

2)の試掘臓2筒所を設定し人力による掘削を行った。 TP2の調査区西壁では、壁際に石が並んだ

ように検出された。この付近が亀岡城跡の斜面と馬場跡の平面地との地形変換点にあたり湧水もある

ことから、排水路の裏込め石の可能性も考えたが、ただの自然石で遺構ではなかった。

層位は、第l層が表土で弱粘性の褐灰色土層である。その下層に第l'層の灰褐色粘土と黒褐色土の

混土層である。第2層は燈色の粘性ローム質土層である。

遺構が確認されなかったのは先述したが、遺物はTP1、2共に第1層から近世の瓦片や揺鉢片が

出土した。瓦片の一部には平戸松浦家の家紋も認められた。

まとめ

調査の結果、江戸期の遺構及び文化層と考えられるものは確認出来なかった。出土遺物の中には汀.

戸時代前期まで遡るものもあるが、ガラス片やプラスチック片等も同一層(第1層)から出土してい

ることから、高校の敷地造成時に削平されたと考えられる。よって工事着工は可能と判断した。

今回この猶興館高校の敷地を調査した訳だが、先述した元禄16年の『日の岳城図jと江戸時代後期

に作成された『平戸城分間図』を見てみると、猶興館高校の敷地内に現在もその石垣が残存している

御船江から天守閣へと登る登城路が捕かれている。 2つの絵図では百年程の年代差があるので、その

位置箇所数が変化しているようである。元禄16年の『日の岳城図』では北側の平戸港からも 2箇所の

登城路があり 3箇所が描かれているが、江戸時代後期の『平戸城分間図Jでは今回の調査地である猶
興館高校からの登城路のみが大きく拙かれているので、全体的な残存状況の確認調査の必要性があろ

う。 【調査担当:村川・浦JlI](文責:村}II)
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日の岳城図と調査位置図

u¥岡城跡範囲確認調査試掘坑配置図 (1/100)

第2図

第1図
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しろたけいけしゅうへん

⑩白岳池周辺遺跡

所在地 江迎町奥川内免

調査原因 公衆便所新設工事

調査期間 平成20年9月8日~平成20年9月12日

報告 書刊行予定なし

立地

本逃跡が所在する白岳県立公図は、:1ヒ松浦半島

台地のほぼ中央に位置し、白岳 (373.5m)とその

麓に溜池が点在する。j立肋;は白岳直下の|主ト陪j也知l

辺に所在する。これらの溜池には旧石器時代~純

文時代にかけての石器が散見され、周知の追跡、と

なっている。

これらの逃跡の中でも、この白岳池周辺遺跡を

始めとして七腕追跡、根引池遺跡等が発掘調査に

よって旧石器時代の包含居が確認されている。

調査

調査主体 長崎県教育委員会

調査面積 7ぱ

調査区分 純聞確認調査

処 置調査後工事

調査地はなだらかな斜面にあり、当初 1x4m 白岳池周辺追跡位置図 [佐世保北部](s=1/25， 000) 

の試掘墳l箇所を地JI;の傾斜に長辺をあわせて設定した。最終的には平坦而まで3m拡張し 1x7m

を調査した。出土造物及び遺構も確認されなかった。

層位は、第1層が腐葉土の表土層で、第2屈が燈色弱粘質土!晋。第3陪tがl明赤褐色粘質土用である。

まとめ

調査の結果、遺構や造物及び文化層と考えられるものは確認出来なかった。このことは対象地が緩斜

面であったことと、遺跡の中心地からは離れていたことが考えられる。今回の調査地点から北東へ150

メートルの位置で、昭和60年に県文化課(現学芸文化課)で実施した発抑制査では、ナイフ形石器文化の

包含層カ苛確認されているo [調査担当 村川 'ifl1JII](文京ー 村J11) 

調査区遠景
調査区
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⑪稗田窯跡

所在地 佐世保市早岐1番地

調査原因 早Ii皮駅移転計画による

調査主体 長崎県教育委員会

調査面積 18ぱ

調査期間 平成21年3月2日~平成211'-1':3月11日

報告 書刊行予定なし

調査区分 範囲確認調査

処 置調査後工事ー及び協議

立地

科回窯跡は、早11皮瀬戸の東に位置していて、早

11皮駅構内東側から構外にかけて所在している。

周辺の遺跡としては、北西に位置する弥生 ・古

墳 ・中間:のH寺期の大念寺遺跡、中世山城で、は1，!lh支
城跡、広田城跡、指方城跡等があり 、同じ窯跡と

しては本窯跡の南を流れる小森川の南岸に広田上

窯跡、広田下窯跡等がある。

調査 稗田窯跡位置図 [早岐](s=1/25，000) 

科旺|窯跡は早11皮駅構内にありプラットホーム以外、梢内のほとんどは立入禁止なので、これまで内

容及び分布範囲が駅構内まで及ぶものかどうかもよ くわかっていなかった。車両基地移転・計画によ

り、分布調査を実施し、近世陶磁器や窯道具等を表面採集したので範囲椛認調査を実施した。

調査は、 2x2mの試掘棋を4箇所構内に設定することにしたが、実施に当たっては、鉄道の運行

に支障が出ないように行うためと調査関係者の安全のために鉄道工事管理者と列車見張員を付けること

が条件であり、工事(調査)の11寺に必要な協議を九州旅客鉄道(株)佐世保鉄道事業部長と行い実施した。

調査の結果、 TP1、2、4で1~3 }晋ま では早岐駅創設に関係する造成土層(石炭ガラを含む黒

色系土層)と考えられ、その fl曹の4層(明褐色土層)にしても隙間がある客土であった。TP3で

のみ5層(比較的固い黄褐色土層、地盤と考えられる)が確認された。出土造物及び遺構もTP3で

のみ確認され、近現代の陶磁器と、その時期のものと考えられる溝と柱穴が認められた。

まとめ

早岐駅は明治30年早|岐機関庫が創設されたのに始まる。

TP1、2、4で海抜3m前後の地表面から2_1m程掘り下

げて底面は海抜0.9mのレベルになるが、海水か汽水と考

えられるものを確認した。TP3では地盤面を確認したこ

とから元々は起伏があったものと考えられるが、早11皮駅の

開業に伴い、平らに整地されて埋められたものと推測され

た。保認した遺構等は近現代のものと判断された。

[調査担当 :村川 .?rlfllll (文京 :村111) 
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